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コージェネ財団ホームページ上でご確認いただけます。

さらに、財団会員企業の方々には、詳細分析
データを含む「コージェネ導入実績報告」を、
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コ
ー
ジ
ェ
ネ
財
団
で
は
、会
員
企
業
様
の
事
業
計
画
や
国・地
方
自
治
体
の
政
策
立

案
に
資
す
る
べ
く
、毎
年
、日
本
国
内
に
新
規
に
導
入
さ
れ
た
コ
ー
ジ
ェ
ネ（
ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
、ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
、デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
、燃
料
電
池
、蒸
気
タ
ー
ビ
ン
）を
取
り

纏
め
、公
表
し
て
い
る
。

　
昨
年
２
０
２
４
年
冬
に
発
行
し
た
Ｃｏ-

Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｔ 

Ｖｏ
ｌ
．37
に「
２
０
２
３
年

度
コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入
実
績
」を
掲
載
し
た
が
、本
誌
で
は
こ
れ
を
２
０
２
４
年
度
版
導

入
実
績
デ
ー
タ
に
最
新
化
し
た
上
で
、過
去
か
ら
の
推
移
を
簡
単
に
振
り
返
る
と
共

に
、新
た
な
視
点
と
し
て
都
道
府
県
別
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入
実
績
に
触
れ
て
み
た
い
。

２
０
２
４
年
度
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入
状
況

お
よ
び
過
去
状
況
の
振
り
返
り

コージェネ導入実績
2024 年度

2024年度までの年度別コージェネ導入状況

　

２
０
２
４
年
度
の
導
入
発
電
容
量
は
32
・

８
万
kW
、
導
入
台
数
は
３
３
９
台
で
あ
り
、

１
９
８
０
年
代
の
調
査
開
始
以
降
の
累
積

導
入
発
電
容
量
は
１
４
２
３
・９
万
kW
、
累
積

導
入
台
数
は
２
２
８
１
９
台
と
な
っ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
後
の
非
常
時
電
源
確
保

ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
を
受
け
、
２
０
１
０
年
代

初
頭
に
コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入
の
盛
り
上
が
り
を

見
せ
た
後
、
緩
や
か
な
減
少
傾
向
に
あ
っ
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
挟
ん
だ
現
在
は
20
万
kW
／

年
、
３
０
０
〜
４
０
０
台
／
年
レ
ベ
ル
で
底

を
打
ち
、
安
定
し
た
状
況
に
あ
る
と
受
け
止

め
る
。

　

本
誌
に
は
図
示
し
て
い
な
い
が
、
以
下
に

主
た
る
分
析
結
果
の
概
要
を
記
す
。

　

２
０
１
０
年
代
半
ば
か
ら
発
電
容
量
の
小

さ
い
小
型
エ
ン
ジ
ン
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
導
入
台

数
に
低
下
が
み
ら
れ
る
一
方
で
、
１
サ
イ
ト

あ
た
り
の
導
入
発
電
容
量
は
緩
や
か
に
増
大

し
て
お
り
、
大
型
化
の
傾
向
が
伺
え
る
。

　

２
０
０
０
年
代
ま
で
に
重
油
か
ら
天
然
ガ

ス
へ
の
燃
料
転
換
が
進
ん
だ
後
、
２
０
１
０

年
代
に
バ
イ
オ
燃
料
お
よ
び
バ
イ
オ
ガ
ス

コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
導
入
が
散
発
的
に
見
ら
れ
た

も
の
の
、
現
在
も
天
然
ガ
ス
が
主
流
と
な
る

状
態
は
変
わ
ら
な
い
。
こ
の
ト
レ
ン
ド
に
呼

応
し
１
９
９
０
年
代
ま
で
に
主
流
で
あ
っ
た

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
に
代
わ
り
、
現
在
は

ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
お
よ
び
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
が
主

流
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
別
で
は
、
関
東
・

近
畿
・
中
部
と
い
っ
た
大
都
市
圏
で
の
コ
ー

ジ
ェ
ネ
導
入
が
多
い
が
、
今
回
は
新
た
に
よ

り
細
分
化
し
た
都
道
府
県
別
の
導
入
状
況
を

整
理
し
た
の
で
、
別
項
に
て
紹
介
す
る
。
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コージェネ導入サイト数および導入発電容量につ
いて、統計開始から現在までの累積値を都道府県
別に整理した。また、累積導入サイト数および累
積導入発電容量から、1サイトあたりの平均導入
発電容量を算術的に求め、併せて図示する。

都道府県別
コージェネ導入状況

　累積導入サイト数は、大阪府、東京都、愛知県、兵庫県、
神奈川県の順で多く、三大都市圏とその近傍に集中し
ており、北海道・福岡県がこれ次ぐ。
　累積導入発電容量は、東京都、大阪府、神奈川県、
北海道、愛知県の順で多い。
　これらは概ね各都道府県の経済規模に準じた結果と
考えられるが、福岡県の累積導入サイト数が多く、ま
た北海道の累積導入発電容量が多いことが注目される。
　平均導入発電容量では、沖縄県、群馬県、岩手県、
山形県、徳島県の順で多くなっており、導入数の多寡
とは関係なく、これらの地域において民生用に大規模
コージェネの導入が行われてきたことが伺える。
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　累積導入サイト数は、大阪府、愛知県、神奈川県、
兵庫県、静岡県の順で多く、工業地帯沿岸部に集中
している。
　累積導入発電容量は、愛知県、神奈川県、千葉県、
茨城県、大阪府、静岡県の順で多いが、北関東工業
地帯の埼玉県、栃木県、群馬県、そして三重県、滋
賀県において、導入サイト数の割に導入発電容量が
多いことが注目される。
　平均導入発電容量は、千葉県、茨城県、三重県、
山口県、神奈川県の順で多いが、これらの地域にお
いて大規模工場へのコージェネ導入が進んでいたこ
とが伺える。
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「レポート・海外情報」
 ページ紹介
コージェネ財団ホームページでは、「レポート・海外情報」のコーナーを設け、
国内外のコージェネレーション（CHP）に関する最新動向を紹介しています。
本稿では、その中から特に海外情報に関する内容をご案内します。

世
界
の
Ｃ
Ｈ
Ｐ
導
入
状
況
・
市
場
動
向

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
財
団
は
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

（CO
G

EN
 Europe

）
お
よ
び
コ
ー
ジ
ェ
ネ
世
界
連
合

（
Ｃ
Ｗ
Ｃ
：CO

G
EN

 W
orld Coalition

）
の
会
員
と

し
て
、
国
際
的
な
連
携
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
Ｃ
Ｗ
Ｃ
で
は
、
毎
年
末
に
世
界
各
国
の
Ｃ
Ｈ
Ｐ
導
入

状
況
や
市
場
動
向
を
取
り
ま
と
め
、
公
表
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
は
導
入
容
量
の
推
移
や
主
要
国
別
の
シ
ェ

ア
、
燃
料
構
成
な
ど
が
含
ま
れ
、
世
界
の
Ｃ
Ｈ
Ｐ
の
現

状
と
今
後
を
展
望
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
情
報
で
す
。

　
コ
ー
ジ
ェ
ネ
財
団
で
は
、
Ｃ
Ｗ
Ｃ
の
許
可
を
得
て
翻

訳
版
（
要
約
版
）
を
作
成
し
、「
レ
ポ
ー
ト・海
外
情
報
」

ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。
グ
ラ
フ
や
図
表
を
交

え
な
が
ら
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
動
向
と
Ｃ
Ｈ
Ｐ
の
位

置
づ
け
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

欧
州
諸
国
の
Ｃ
Ｈ
Ｐ
政
策
・
補
助
制
度

　
加
え
て
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
財
団
で
は
、
Ｅ
Ｕ
お
よ
び
欧

州
主
要
国
の
Ｃ
Ｈ
Ｐ
関
連
政
策
・
補
助
制
度
に
つ
い
て
、

シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
委
託
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　
欧
州
で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
推
進
に
関
連
し
て
、
Ｃ
Ｈ
Ｐ
の
導
入
支
援
制
度
や
排

出
削
減
目
標
と
の
連
動
が
進
ん
で
お
り
、
各
国
で
制
度

設
計
に
特
徴
が
み
ら
れ
ま
す
。
調
査
結
果
は
比
較
表
や

要
点
を
整
理
し
た
形
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
日
本
国
内
の
制
度
設
計
や
導
入
促
進
策
を
検

討
す
る
上
で
も
参
考
と
な
る
内
容
で
す
。
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図1　世界のCHP導入状況（出典：CWC）

コージェネ財団ホームページ
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表2　EUおよび欧州諸国におけるCHP関連政策と補助制度（一部抜粋）	 （2024年3月時点）

発効日 項目 特記
再生可能エネルギー指令改定 （REDIII）　

2023年11月　 CHPへの言及
（義務や目標値は記載なし）

エネルギー効率指令（EED）　

2023年10月

エネルギー効率

高効率CHP定義

効率的地域冷暖房（DHC）目標
加盟国は、デフォルト定義による地域冷暖房の設備容量における最低割合の遵守、も
しくは、代替案定義に基づいた温室効果ガス削減の遵守のいずれかを選択して、欧州
委員会へ報告する事

地域冷暖房プランの提出義務
地域冷暖房の包括的評価、データ収集、高効率CHPおよび効率的地域冷暖房の潜在
可能性と、これらの技術を促進するための政策リストを2024年6月提出の国家エネル
ギー・気候計画  （NCEP）に含める事

エネルギー効率第一原則 今後欧州委員会よりガイドライン設定・提供予定

高効率CHPによる電気の 
「原産地証明」

EED指令 恵まれない地域への 
支援メカニズム

予算を含めた詳細は、今後設定予定の欧州二次法にて決定

建築物におけるエネルギー性能指令（EPBD）　

2023年12月に暫定合意、
2024年前半に発効予定 建物の気候中立目標合致

　　EU 近代化ファンド　

既存 対象国の脱炭素化財政支援 現在4件補助金受領

EPBD支援スキーム、およびリノベーションウェーブ　

既存 建物の脱炭素化財政支援

表1　CHP市場の動向予測（出典：CWC）
現状 今後の見通し

地域別

•	アジア太平洋地域は世界最大の市場であ
り、最も急速に成長している。

•	ヨーロッパと北米はCHP市場は形成されて
いるが、停滞している。

•	工業の拡大により、成長は主にアジア（インド、中国）からもたらされる。南米での成長も続くと予
想される。

•	逆に、欧州と北米では、現在の石油・ガス価格と温室効果ガス排出規制の強化により、CHPの役
割は減少し、おそらく低調にとどまるだろう。

技術別
•	ガスタービンと蒸気タービンは、市場におけ

る2つの主要技術である。

•	燃料電池は、クリーンな副産物 （水と熱）を生み出す技術であるため、今後ますます導入されるこ
とが予想される。

•	マイクロCHP燃料電池はすでに市場に登場している。より大型のCHP燃料電池は、アメリカ、日
本、韓国で設置され始めている。

燃料
•	現在、世界で最も使用されている燃料は石炭

と天然ガスである。
•	バイオ燃料と廃棄物はまだわずかである。

•	石炭ベースの発電からよりクリーンな電源への移行は想定されているが、その割合は小さい。
•	ガスは、石炭や石油に比べて温室効果ガスの排出量が比較的少ないため、依然として重要な役

割を果たすはずである。しかし、現在の地政学的状況、不安定で予測不可能な価格により、化石
燃料ガスで稼働する新しいCHPの割合は、最終的には低下するだろう。温室効果ガス排出基準
がさらに厳しくなれば、ガス焚きCHPは不利になり、ビジネス上の問題はさらに深刻になる。

•	再生可能エネルギー源の利用が増加することが予想されるが、これはわずかなものであり、CHP
燃料としての石炭やガスに完全に取って代わることはできない。水素は、CHP分野での燃料電池
の台頭と連動して急成長するはずである。

容量別
•	大容量ユニットは、産業部門（製油所、化学プ

ラントなど）で広く使用されているため、依然
として市場を支配している。

•	住宅および商業用エンドユーザーからの小型ユニット（最大 10MW）に対する高い需要。
•	家庭用ボイラーに代わるマイクロCHPの導入。

エンド
ユーザー

•	製油所、化学、パルプ・製紙、食品・飲料など
の産業が、現在CHPの主なエンドユーザー
である。

•	商業施設や住宅施設（病院、大学、地域暖
房）は、それほど多くない。

•	商業用および住宅用CHP設備の増加:CHPは、都市や地域レベルの公益事業にとって重要な技
術である。電力会社によって作り出された電力と熱は、その場で利用されたり、地域の施設に供給
されたり、送電網／地域暖房に送られたりする。

•	データセンターは、ガスタービンやガスエンジンの需要を牽引している。現在はほとんどCHPは
導入されていないが、今後は変わっていくであろう。

今後の情報提供について
コージェネ財団では、引き続きコージェネヨーロッパやCWCを通じて最新の情報を収集し、海外の政策や市場動向を
タイムリーに紹介していきます。世界のCHPの潮流を理解するために、ぜひ「レポート・海外情報」ページをご活用ください。
詳しくはコージェネ財団ホームページ「レポート・海外情報」へ。
コージェネ財団HP：https://www.ace.or.jp/web/report/report_0010.html

7 「レポート・海外情報」ページ紹介



SDGs

コージェネ導入のポイント
BCP（事業継続計画）対応
熱・電力需要の高い施設における省エネルギー化
電力ピークカット

1

2

3

持続可能な未来を目指すランドマーク

神戸須磨シーワールド
K o b e  S u m a  S e a  W o r l d

Case1

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略
メ ー カ ー ヤンマーエネルギーシステム株式会社
モ デ ル 名 EP400G
燃 料 種 別 都市ガス13A（中圧）
定 格 出 力 400kW
台 数 ２ 台
温水取出温度 90.0℃
効 率 総合：72.5%／発電：40.5%／排熱回収：32.0%
そ の 他 ブラックアウトスタート対応機種、非常用発電機兼用

コージェネ

■ 施設概要
所 在 地 兵庫県神戸市須磨区若宮町1丁目3番5号
建物規模 地上4階建て

構 造 鉄筋コンクリート造、鉄骨鉄筋コンクリート造、
一部鉄骨造

面 積
建築面積：11,912.88㎡
延床面積：23,674.35㎡
※施設全体の合計値

開業年月 2024年6月

取材・文：辻 剛孝

　神戸須磨シーワールドは、2024年にPark-PFI（公募
設置管理制度）による神戸市立須磨海浜水族園・海浜公
園を再整備した、環境配慮と防災対応を融合した西日本
を代表する次世代型水族館施設である。
　水族館は、オルカスタディアム、ドルフィンスタディア
ム、アクアライブの３棟構成とし、松林の保全に配慮しな
がら、豊かな景観を活かした開放的な施設となっている。
　阪神・淡路大震災では、インフラの断絶により水冷式発
電装置が継続運転できなかったことや電力インフラ復旧
に時間を要したことで、多くの飼育生物が犠牲となった。

こうした教訓を踏まえ、新施設では災害時にも飼育環境
を維持できる強靭なインフラが整備されている。“熱”、
“水”、“防災”をテーマに持続可能な未来を目指した同施
設の取り組みを紹介する。
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❸�

井
水
処
理
設
備
等
を
対
象
と
し
た
「
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
建
築
物
等
先
導
事
業
（
省
Ｃ
Ｏ
２

先
導
型
）」

　

こ
れ
に
よ
り
、
初
期
投
資
の
負
担
を
抑
え

な
が
ら
、
環
境
性
能
の
高
い
設
備
導
入
が
実

現
し
、
持
続
可
能
な
施
設
運
営
の
基
盤
が
整

え
ら
れ
て
い
る
。

　
今
回
の
取
材
を
通
じ
て
、〝
ス
マ
ス
イ
〞
の

愛
称
で
長
年
親
し
ま
れ
て
き
た
施
設
が
、「
よ

り
よ
い
未
来
」
を
見
据
え
、
地
域
に
根
ざ
し

た
新
た
な
姿
へ
と
進
化
し
て
い
る
様
子
を
実

感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
地
域
と
と
も
に
歩

む
持
続
可
能
な
未
来
へ
の
一
歩
で
あ
り
、
今

後
の
展
開
に
も
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
体
制

　

水
族
館
３
棟
は
一
括
の
特
別
高
圧
二
回
線

受
電
方
式
を
採
用
し
、
常
用
・
非
常
用
兼
用

の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
設
置
し
、
発
電
電
力
を

含
め
施
設
内
で
効
率
的
に
融
通
し
て
い
る
。

コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
常
用
と
す
る
こ
と
で
施
設
の

契
約
電
力
を
削
減
す
る
と
と
も
に
、
排
熱
を

排
熱
投
入
型
吸
収
式
冷
温
水
機
や
飼
育
水
槽

の
冷
却
・
加
熱
に
供
給
し
効
率
的
に
活
用
し

て
い
る
。
熱
源
設
備
は
各
棟
に
分
散
配
置
し
、

棟
間
を
中
温
配
管
で
結
ぶ
熱
源
水
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
り
、
常
時
の
効
率
的
な
熱
供
給

に
よ
る
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
回
収
を
実
現

さ
せ
て
い
る
。
水
資
源
の
熱
を
有
効
に
活
用

す
る
た
め
、
空
調
に
は
空
気
熱
源
方
式
で
は

な
く
水
熱
源
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
利
用
し
、
そ

こ
に
コ
ー
ジ
ェ
ネ
等
を
組
み
合
わ
せ
、
冷
暖

房
・
水
槽
の
温
度
調
整
を
最
適
化
し
て
い
る
。

　

震
災
時
で
も
供
給
が
途
絶
え
な
か
っ
た
実

績
を
持
つ
中
圧
Ａ
認
定
ガ
ス
導
管
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
停
電
時
等
も
コ
ー
ジ
ェ
ネ
か
ら

電
力
と
熱
の
自
立
供
給
を
可
能
と
し
、
省
エ

ネ
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
両
立
す
る
先
進
的
な
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
て
い
る
。

海
水
・
井
水
取
水
と

断
水
対
策

　

海
水
取
水
に
は
、
動
力
を
使
わ
ず
に
安
定

し
た
水
質
・
水
温
の
海
水
を
確
保
で
き
る「
沖

合
自
然
導
入
鉛
直
取
水
方
式
」
を
採
用
し
て

い
る
。
沖
合
の
海
底
に
近
い
レ
ベ
ル
か
ら
海

水
を
取
り
込
む
構
造
で
、
ポ
ン
プ
に
依
存
せ

ず
、
自
然
流
入
に
よ
っ
て
取
水
が
可
能
と

な
っ
て
お
り
、
安
定
し
て
飼
育
用
水
を
供
給

可
能
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
い
る
。

　

飼
育
用
水
に
は
井
水
も
利
用
し
て
お
り
、

井
水
は
水
処
理
後
に
雑
用
水
と
し
て
ト
イ
レ

洗
浄
水
に
も
利
用
し
、
上
水
利
用
量
の
削
減

を
図
っ
て
い
る
。

　

上
水
の
断
水
時
に
は
、
井
水
の
ポ
ー
タ
ブ

ル
飲
適
処
理
設
備
を
設
置
し
飲
料
水
と
し
て

給
水
が
継
続
可
能
な
仕
組
み
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
緊
急
処
理
用
と
し
て
井
水
を
冷
却
塔

へ
給
水
す
る
こ
と
で
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
冷
却
が

可
能
な
設
計
と
な
っ
て
お
り
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ

の
発
電
・
排
熱
の
利
用
等
に
よ
り
飼
育
生
物

の
生
命
維
持
と
施
設
の
事
業
継
続
性
を
支
え

る
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。

環
境
性
能
の
向
上
と

補
助
金
の
活
用

　

施
設
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
共
同
企
業
体

内
で
合
意
形
成
を
し
な
が
ら
、
３
種
類
も
の

補
助
金
制
度
を
活
用
し
て
い
る
。

❶�
災
害
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
強
靭
化
を
目
的
と

す
る
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
対
象
と
し
た
「
災
害

時
の
強
靭
性
向
上
に
資
す
る
天
然
ガ
ス
利

用
設
備
導
入
支
援
事
業
費
補
助
金
」

❷�

ジ
ェ
ネ
リ
ン
ク
等
を
対
象
と
し
た
「
省
エ

ネ
街
区
形
成
事
業
」

■ エネルギーフロー図（概念図 ※一部省略）

ガスエンジン・コージェネ
（400kW×2台）

ガス熱源へ

断水時バイパス
緊急処置用

冷却塔

商用電力

都市ガス

凡例 ガス 排熱 給水商用電力発電電力

電力
オルカ・ドルフィン・
アクアライブへ

海水

上水

井水

熱

水
飼育水槽、
雑用水へ

水
飲料水へ

水
飼育水槽へ

井水
処理設備

ガスエンジン・コージェネ（400kW×２台）

離岸堤
着水槽

潜堤
取水先端

都市計画道路
（将来）

取水管
∅1000

■ 沖合自然導入鉛直取水方式

9 コージェネ導入事例



　清水建設「温故創新の森 NOVARE」は①情報発信・
交流施設「NOVARE Hub」、②研究施設「NOVARE 
Lab」、③体験型研修施設「NOVARE Academy」、④歴
史資料展示施設「NOVARE Archives」、そして⑤「旧渋
沢邸」（江東区の指定有形文化財）の5つの施設で構成
されている。
　「温故創新の森」という言葉は、論語にある「温故知
新」に着想を得て、創業以来のものづくりの原点に立
ち返り「進取の精神」を育む場としてイノベーションを

展開しようという想いと、大自然の中で「森」が生態系
（Ecosystem）を形成するように5つの施設が自立か
つ連携し、社会やお客様の真のニーズに応えていく、そ
の実践の場とする想いが込められている。「NOVARE」
はラテン語で「創作する」、「新しくする」などの意味があ
り、その名の通り、多くの先進要素技術を取り入れてお
り、全棟ZEB化（Hubは『ZEB』、その他はNearly ZEB）
を実現している。

SDGs コージェネ

コージェネ導入のポイント
一次エネルギーの最小化
建物における水素エネルギー�
利用の汎用化
BCP対応

1

2

3

水素貯蔵装置（標準） 水素貯蔵装置（急速） 燃料電池

ガスエンジン・コージェネ（35kW×3台）Hydro Q-BiC （ハイドロキュービック）

社会全体のゼロ・エネルギー実現に向けた
水素利用と街区エネルギー融通

温故創新の森 NOVARE
S m a r t  I n n o v a t i o n  E c o s y s t e m  N O V A R E

Case2

取材・文：成田 洋二

©古明地賢一

■ 施設概要
所 在 地 東京都江東区潮見2丁目8番20号

施設規模 地上4階

施設面積 32,233.97㎡

面 積 建築面積：13,199.30㎡
延床面積：22,318.59㎡

開業年月 2024年4月

用 途 事務所、研究施設、
教育施設など

■ 仕様概略 
水素利用・コージェネレーション ガスエンジン・コージェネレーション

メ ー カ ー 清水建設株式会社 ヤンマーエネルギーシステム株式会社

モ デ ル 名 水素エネルギーシステム
『Hydro Q-BiC』 CP35D2-TNJG

燃 料 種 別 水素 都市ガス（13Ａ）
定 格 出 力 30kW 35kW
台 数 1台 3台
温水取出温度 52℃ 88℃

効 率 総合：92.9％／発電：51.1％
排熱回収：41.8％（温水）

総合：87.0％／発電：33.5％
排熱回収：53.5％（温水）
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オ
ン
サ
イ
ト
・

オ
フ
サ
イ
ト
の
水
素
利
用

　

清
水
建
設
が
開
発
し
た
『
Ｈ
ｙ
ｄ
ｒ
ｏ 

Ｑ-

Ｂ
ｉ
Ｃ
』
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
余
剰
電
力
を
水
素
に
変
え
て
水
素
吸
蔵
合

金
に
蓄
え
た
の
ち
、
必
要
に
応
じ
て
水
素
を

取
り
出
し
て
発
電
で
き
る
建
物
付
帯
型
水
素

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
燃
料

電
池
の
稼
働
率
向
上
並
び
に
運
用
時
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
た
め
、
本
施
設
で

は
敷
地
内
で
水
素
を
作
る
だ
け
で
な
く
、
敷

地
外
で
製
造
し
た
水
素
を
運
び
入
れ
て
貯
蔵

し
、
建
物
の
電
力
・
熱
と
し
て
利
用
し
て
い

る
。
都
内
で
ビ
ル
内
に
水
素
貯
蔵
装
置
、
水

素
製
造
装
置
を
設
け
、
オ
フ
サ
イ
ト
の
グ

リ
ー
ン
水
素
を
利
用
し
た
構
成
は
初
で
あ
る
。

　

オ
ン
サ
イ
ト
水
素
に
つ
い
て
は
、
施
設
内

に
設
置
し
て
い
る
太
陽
光
発
電
の
発
電
量
が

建
屋
の
電
力
需
要
を
上
回
る
場
合
、
そ
の
余

剰
電
力
で
製
造
す
る
。
オ
フ
サ
イ
ト
水
素
に

つ
い
て
は
山
梨
県
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
電
力

に
よ
っ
て
製
造
さ
れ
た
水
素
を
輸
送
し
、
週

１
回
程
度
補
給
を
行
っ
て
い
る
。
水
素
吸
蔵

合
金
タ
ン
ク
は
標
準
タ
ン
ク
２
０
０
Ｎ
㎥
＋

急
速
充
填
タ
ン
ク
２
５
０
Ｎ
㎥
の
組
み
合
わ

せ
で
合
計
４
５
０
Ｎ
㎥
貯
蔵
（
６
７
５
ｋ
Wh

相
当
）
で
き
る
。
高
圧
ガ
ス
保
安
法
に
よ
る

水
素
輸
送
車
の
施
設
内
滞
留
時
間
の
規
制

（
２
時
間
以
内
）
は
、
急
速
充
填
タ
ン
ク
の

採
用
と
充
填
作
業
の
効
率
化
を
重
ね
、
ク
リ

ア
し
て
い
る
。

ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
・

コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
活
用
と
工
夫

　

ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
・
コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
35 

kW
×

３
台
の
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
太
陽
光
発
電

と
併
せ
て
稼
働
す
る
こ
と
で
、
電
力
ピ
ー
ク

カ
ッ
ト
を
行
っ
て
い
る
。
常
時
３
台
運
転
を

基
本
と
し
、
負
荷
の
低
い
休
日
な
ど
は
２
台

運
転
と
し
て
お
り
、
年
間
を
通
じ
て
排
熱
利

用
が
で
き
る
よ
う
、
ジ
ェ
ネ
リ
ン
ク
、
シ
ャ

ワ
ー
給
湯
、
デ
シ
カ
ン
ト
空
調
機
再
生
な
ど

の
温
熱
需
要
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
計
画
し
、
ガ

ス
給
湯
器
な
ど
の
給
湯
用
補
助
熱
源
を
設
置

し
な
い
な
ど
の
工
夫
も
行
っ
た
。
ま
た
、
実

験
室
や
展
示
室
等
の
湿
度
条
件
が
厳
し
い
室

の
除
湿
再
熱
に
も
利
用
し
、
余
す
こ
と
な
く

排
熱
を
活
用
し
て
い
る
。

社
会
全
体
で
の
省
エ
ネ
・

低
炭
素
化
に
向
け
て

　

社
会
全
体
で
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
実
現

す
る
Ｚ
Ｅ
Ｓ
（
※
１
）
を
将
来
あ
る
べ
き
姿
と

し
て
、
本
施
設
全
体
を
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
と

見
立
て
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

熱
に
つ
い
て
は
、
複
数
の
建
物
で
熱
を
融

通
し
合
う
街
区
熱
融
通
シ
ス
テ
ム
「
ネ
ツ
ノ

ワ
」
を
導
入
し
て
い
る
。
複
数
の
建
物
に
分

散
配
置
し
た
熱
源
機
器
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
設
備
を
、
Ａ
Ｉ
搭
載
の
Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

（
※
2
）
が
過
去
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
実
績
や

気
象
予
報
、
建
物
の
利
用
情
報
、
人
の
位
置

情
報
な
ど
を
も
と
に
熱
負
荷
を
予
測
し
、
統

合
制
御
し
て
「
ま
ち
レ
ベ
ル
」
で
大
幅
な
Ｃ

Ｏ
２
削
減
を
目
指
し
て
い
る
。
水
素
に
つ
い

て
は
、
水
素
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
※
3
）
に
よ
る
太
陽
光

発
電
予
測
、
電
力
、
熱
負
荷
予
測
を
行
い
、

水
素
設
備
を
最
適
制
御
、
オ
フ
サ
イ
ト
か
ら

の
水
素
融
通
を
受
け
る
こ
と
で
更
な
る
再
エ

ネ
利
用
量
の
拡
大
を
実
現
し
て
い
る
。
電
気

に
つ
い
て
は
、
再
生
可
能
電
力
を
直
流
の
ま

ま
利
用
す
る
「
直
流
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
」

が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
直
流̶

交
流
変
換
に

よ
る
電
気
ロ
ス
を
減
ら
し
て
い
る
。
非
常
時

に
は
水
素
製
造
装
置
・
燃
料
電
池
・
太
陽
光

発
電
設
備
な
ど
を
用
い
て
電
力
を
確
保
し
て

い
る
。

　

熱
・
水
素
・
電
気
関
連
機
器
の
最
適
運
転

に
よ
り
一
般
の
建
物
群
と
比
べ
て
一
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
を
約
87
％
低
減
（
省
エ
ネ

で
66
％
・
創
エ
ネ
で
21
％
）
す
る
実
績
と

な
っ
て
い
る
（
Ｗ
ｅ
ｂ
プ
ロ
グ
ラ
ム
基
準
、

２
０
２
４
年
度
実
績
）。

　

本
施
設
は
今
回
紹
介
し
き
れ
な
い
数
多
く

の
先
進
技
術
に
よ
っ
て
、
全
棟
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
に

加
え
て
、
各
種
認
証
に
て
最
高
評
価
を
取
得

し
て
お
り
、
時
代
の
先
端
を
行
く
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
導
入
さ
れ
た
数
々
の
技
術
の

実
証
・
応
用
・
汎
用
化
に
よ
る
、
今
後
の
脱

炭
素
へ
の
取
り
組
み
に
期
待
し
た
い
。

■ エネルギーフロー図（概念図 ※一部省略）（左：空調熱源関連　右：Hydro Q-BiC関連）

熱源装置
凡例 排熱

Academy
Archives

Lab

Hub

熱源装置

その他熱源装置

ジェネリンク
（211kW×1台）

給湯（シャワー）

空調負荷
（デシカント再生・再熱）

空調負荷
空調負荷
空調負荷

空調負荷
熱交換器 温水蓄熱槽

燃料電池 Hydro Q-BiＣ

旧渋沢邸

直接利用

短期・少量

長期・大量

NOVARE

水素製造装置

水素貯蔵装置
（急速充填タンク） 中温冷水系

熱源設備 蓄熱槽

燃料電池

供給側 需要側

熱
融
通
配
管

蓄電池

水素貯蔵装置
（標準タンク）

太陽光発電

その他熱源装置

冷水 中温冷水 温水 凡例 電源 温水 水素 中温冷水

空調負荷

水素貯蔵装置

ガスエンジン・コージェネ
（35kW×3台）

水素
ガードル輸送

※1 ZES：net Zero Energy Society　※2 CEMS：Community Energy Management System　※3 EMS：Energy Management System

11 コージェネ導入事例



SDGs

コージェネ導入のポイント
CO₂削減
ランニングコスト削減
エネルギーサービスによるイニシャルコスト抑制

1

2

3
咖喱屋カレー とんがりコーン

静岡工場で発電した電力を
全国18拠点へ電力融通

ハウス食品株式会社
静岡工場
H o u s e  F o o d s  S h i z u o k a  F a c t o r y

Case3コージェネ

■ 施設概要
所 在 地 静岡県袋井市新池524番1号

工 場 概 要

工場棟3棟、管理棟、エネルギー棟
・レトルトプラント（咖喱屋カレー等）
・とんがりプラント（とんがりコーン）
・ルウプラント（バーモントカレー等）

工 場 規 模 敷地面積：約122,200㎡
（緑地面積：約58,000㎡）

操 業 年 月 工場操業：1982年12月
（コージェネ稼働：2024年4月）

取材・文：松本 久美

バーモントカレー

無人の電気自動車

北海道シチュー

　りんごとハチミツを使った「バーモントカレー」や「とんが
りコーン」など、多くの人気商品をつくるハウス食品グルー
プは、家庭用から業務用まで幅広い分野において高品質な
製品とサービスを展開している。同グループでは、グルー
プ全体のCO₂削減を実現する取り組みとして「多拠点一括
エネルギーネットワークサービス」を導入した。同サービス
はJFEエンジニアリングがハウス食品グループ向けに提供
し、2024年4月より開始された。
　エネルギーネットワークの中核を担うのが静岡工場に新
設された5,500kWのコージェネである。大型コージェネ
を活用した国内最多拠点数となる電力融通の取り組みに
ついて紹介する。

■ 工場で生産されている主な商品（出典：ハウス食品HP）
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電
力
融
通
の
取
り
組
み
は
、
グ
ル
ー
プ
各

社
が
一
丸
と
な
り
、
外
部
と
共
創
す
る
こ
と

で
実
現
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
子
ど
も
た

ち
に
残
す
べ
き
脱
炭
素
社
会
の
未
来
に
向
け

て
の
ス
テ
ッ
プ
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
と
の
こ

と
。
こ
れ
か
ら
の
ハ
ウ
ス
食
品
グ
ル
ー
プ
の

取
り
組
み
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

多
拠
点
一
括
エ
ネ
ル
ギ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

　
静
岡
工
場
は
、
ハ
ウ
ス
食
品
の
中
で
5
番
目

に
誕
生
し
た
工
場
で
、「
咖
喱
屋
カ
レ
ー
」
や

「
バ
ー
モ
ン
ト
カ
レ
ー
」、「
北
海
道
シ
チ
ュ
ー
」、

「
と
ん
が
り
コ
ー
ン
」
な
ど
を
製
造
し
て
い

る
。
工
場
で
は
こ
れ
ま
で
に
も
環
境
負
荷
低

減
の
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
２
０
２
１

年
に
は
工
場
敷
地
内
に
大
規
模
な
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、
工
場
使
用
電
力
量

の
約
14
％
に
該
当
す
る
年
間
１
８
６
万
k　

Wh
を
再
エ
ネ
で
ま
か
な
っ
て
い
た
。

　

２
０
２
４
年
か
ら
始
ま
っ
た
多
拠
点
一
括

エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
は
、

ハ
ウ
ス
食
品
グ
ル
ー
プ
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
中

核
を
担
う
取
り
組
み
で
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
8

社
18
拠
点
へ
の
電
力
融
通
は
、
拠
点
数
と
し

て
国
内
最
多
と
な
り
、
そ
の
中
心
と
な
る
の

が
、
静
岡
工
場
に
設
置
さ
れ
た
大
型
コ
ー

ジ
ェ
ネ
で
あ
る
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
で
発
電
し
た

電
力
は
静
岡
工
場
内
で
使
用
し
、
さ
ら
に
Ｊ

Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
ア
ー

バ
ン
エ
ナ
ジ
ー
が
供
給
す
る
低
炭
素
電
力
を

加
え
、
送
電
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
18

拠
点
に
供
給
す
る
。
静
岡
工
場
で
発
電
し
た

電
力
と
ア
ー
バ
ン
エ
ナ
ジ
ー
の
補
給
電
力
も

含
め
て
、
対
象
拠
点
で
使
用
す
る
電
力
の

１
０
０
％
を
ま
か
な
う
見
込
み
と
の
こ
と
。

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
受
電
一
定
モ
ー
ド
と
発
電

一
定
モ
ー
ド
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
て
運
用

し
、
電
力
会
社
か
ら
の
出
力
抑
制
に
も
適
宜

対
応
可
能
。
本
取
り
組
み
に
よ
り
、
対
象
拠

点
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
約
16
％
（
22
年
度
比
）

削
減
し
た
。　

静
岡
工
場
の

コ
ー
ジ
ェ
ネ
施
設

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
、
省
エ
ネ
・
省
Ｃ
Ｏ
２
・

コ
ス
ト
を
比
較
し
て
最
も
費
用
対
効
果
が
高

い
５
５
０
０
kW
×
1
台
が
設
置
さ
れ
た
。
こ

れ
は
静
岡
工
場
の
ピ
ー
ク
電
力
量
の
1
・
5

倍
を
超
え
る
発
電
能
力
を
持
つ
。
電
力
会
社

か
ら
の
出
力
抑
制
が
な
け
れ
ば
、
工
場
が
稼

働
し
て
い
る
間
は
基
本
的
に
定
格
で
運
転
す

る
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
排
熱
は
蒸
気
・
温
水
と

し
て
回
収
し
、
工
場
の
生
産
プ
ロ
セ
ス
に
利

用
。
本
取
り
組
み
に
よ
り
、
静
岡
工
場
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を
20
年
度
比
で
20
％
以
上

削
減
し
た
。

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
が
入
る
建
屋
の
外
壁
に
は
、

『
ア
ン
パ
ン
マ
ン
』
の
原
作
者
と
し
て
知
ら

れ
る
、
や
な
せ
た
か
し
氏
が
デ
ザ
イ
ン
し
た

ハ
ウ
ス
食
品
グ
ル
ー
プ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー「
リ
ン
ゴ
キ
ッ
ド
と
な
か
ま
た
ち
」

が
描
か
れ
て
い
る
。
カ
ラ
フ
ル
で
か
わ
い
い

イ
ラ
ス
ト
は
工
場
の
横
を
通
る
Ｊ
Ｒ
東
海
道

線
の
車
内
か
ら
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

静
岡
工
場
の
環
境
負
荷

低
減
の
取
り
組
み

　

工
場
で
は
、
原
料
や
製
品
を
積
ん
で
構
内

を
移
動
す
る
車
両
に
は
無
人
の
電
気
自
動
車

を
利
用
し
て
お
り
、
排
気
ガ
ス
や
騒
音
の

発
生
を
抑
え
て
い
た
。
ま
た
、
工
場
で
は

２
０
２
３
年
か
ら
生
産
工
程
で
発
生
す
る
汚

泥
廃
棄
物
量
の
削
減
を
図
る
た
め
に
脱
水
汚

泥
乾
燥
機
を
導
入
。
脱
水
汚
泥
は
水
分
が
８

割
を
占
め
る
た
め
、
水
分
を
約
１
割
に
乾
燥

さ
せ
る
こ
と
で
年
間
約
２
４
２
ト
ン
も
の
廃

棄
物
量
を
削
減
し
た
。

■ エネルギーフロー図（概念図 ※一部省略）

凡例 ガス 温水蒸気コージェネ排熱 給水商用電力発電電力

原水 蒸気需要

ガスエンジン・コージェネ
（5,500kW×1台）

都市ガス

系統

エネルギーサービス新設設備

温水需要

電力需要
各拠点へ融通

小型貫流ボイラ

排熱ボイラ

受電

逆潮

蒸気ヘッダー

温水タンク

受変電設備

給水処理設備

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略

メ ー カ ー 三菱重工エンジン＆
ターボチャージャ株式会社

モ デ ル 名 18KU30GSI
燃 料 種 別 都市ガス（13A）中圧
定 格 出 力 5,500 kW
台 数 1 台
温水取出温度 高温水：92.7℃（2次側へは70℃で送水）

効 率
総合:77.3%／発電:46.5%
排熱回収熱量（蒸気）:3.0t/h(0.95MPa.g)
排熱回収熱量（温水）:5,616 MJ/h

そ の 他 総合効率重視タイプ

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略

メ ー カ ー 三菱重工エンジン＆
ターボチャージャ株式会社

モ デ ル 名 18KU30GSI
燃 料 種 別 都市ガス（13A）中圧
定 格 出 力 5,500 kW
台 数 1 台
温 水 取
出 温 度

高温水：92.7℃
（2次側へは70℃で送水）

効 率 総合：77.3％／発電：46.5％／
排熱回熱量：5,616 MJ

そ の 他 総合効率重視タイプ

ガスエンジン・コージェネ（5,500kW×1台）

13 コージェネ導入事例



SDGs

コージェネ導入のポイント
未利用木材の活用
地産地消モデルの実証
資源循環社会の実現

1

2

3

バイオマスガス化発電と
メタン発酵発電を取り入れた
地域に寄り添う資源循環モデルの構築

地球の恵みファーム・松本
N a t u r e ' s  B l e s s i n g s  F a r m  M a t s u m o t o

Case4

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略 

バ
イ
オ
マ
ス

ガ
ス
化
発
電

メーカー 2G Energy AG（ドイツ）
燃料種別 木質バイオマス
定格出力 174kW
台数 1 台
その他 木質バイオマス使用量：5～6t／日

メ
タ
ン
発
酵
発
電

メーカー ヤンマーエネルギーシステム株式会社
燃料種別 食品系廃棄物のバイオガス
定格出力 25kW
台数 12 台（1台は停電対応）
その他 食品系廃棄物処理量：30t／日

ガスエンジン・コージェネ(バイオマスガス化発電)（174kW×1台）

コージェネ

■ 施設概要
所 在 地 長野県松本市梓川倭4047-2

主な施設
敷地面積：約10,000m2
・バイオマスガス化プラント	 ・メタン発酵プラント
・陸上養殖プラント	 ・農業ハウス

開業年月 2025年10月

取材・文：小松 通憲

陸上養殖プラント

　エア・ウォーターが手掛ける地産地消エネルギーによる資
源循環モデルの実証施設が、グループの技術開発拠点や事
業拠点が集まる松本市に誕生した。バイオマスガス化プラン
ト、メタン発酵プラント、陸上養殖プラント、農業ハウスなど
の施設があり、未利用資源から作り出した電気、熱、CO₂、有
機肥料は、トマトやイチゴなどの生産やサーモン、エビなどの
養殖に活用する“クワトロジェネレーション”となっている。
　敷地内には、設置スペースにメリットがあり積雪のある地
域においても活用可能な縦型太陽光発電パネルや、里山を
再現した緑化スペースも備わっている。
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熱
中
症
の
リ
ス
ク
の
あ
る
夏
季
に
作
替
え
す

る
な
ど
多
様
な
就
業
者
の
受
け
入
れ
に
配
慮

す
る
こ
と
で
地
域
雇
用
に
も
貢
献
す
る
。
農

業
ハ
ウ
ス
で
取
り
除
い
た
葉
や
茎
な
ど
の
廃

棄
物
は
メ
タ
ン
発
酵
の
原
料
に
利
用
さ
れ
る
。

　

地
域
の
未
利
用
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、

電
気
や
熱
、
野
菜
や
魚
、
Ｃ
Ｏ
２
や
有
機
肥

料
な
ど
を
地
域
に
還
元
、
廃
棄
物
を
最
小
化

す
る
こ
と
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
と
資

源
循
環
の
モ
デ
ル
が
組
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

今
後
も
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
様
々
な

試
験
を
行
っ
て
い
く
地
球
の
恵
み
フ
ァ
ー

ム
・
松
本
に
注
目
で
あ
る
。

フ
ァ
ー
ム
の
建
設

　

エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
グ
ル
ー
プ
は
「
地
球

の
恵
み
を
、社
会
の
望
み
に
。」
と
い
う
パ
ー

パ
ス
を
設
定
し
て
お
り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

や
産
業
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
。
社
会
で
は
持
続
可
能
な
循

環
型
社
会
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
、
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
推
進
の
加
速
化
が
望

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
地
球
の
恵
み
フ
ァ
ー

ム
・
松
本
の
建
設
に
至
っ
た
。

　

計
画
当
初
、
バ
イ
オ
マ
ス
を
用
い
た
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
お
い
て
は
発
電

を
メ
イ
ン
に
検
討
し
て
お
り
、
バ
イ
オ
マ
ス

ガ
ス
化
プ
ラ
ン
ト
と
メ
タ
ン
発
酵
プ
ラ
ン
ト

に
コ
ー
ジ
ェ
ネ
が
組
み
込
ま
れ
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
資
源
の
相
互
利
用
の
中
核
と
な
っ
て

い
る
。
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
松
本
市
の
脱

炭
素
型
大
規
模
投
資
支
援
事
業
補
助
金
を
活

用
し
て
い
る
。

地
域
資
源
を
利
用
し
た

発
電
プ
ラ
ン
ト

　

未
利
用
木
材
を
利
用
し
発
電
す
る
の
が
、

バ
イ
オ
マ
ス
ガ
ス
化
プ
ラ
ン
ト
で
あ
る
。
原

料
に
は
、
松
本
市
か
ら
多
く
排
出
さ
れ
る
木

質
系
廃
棄
物
や
林
地
残
材
、
間
伐
材
な
ど
に

加
え
、
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
そ
ば
の
殻
も

利
用
す
る
。
さ
ら
に
は
、
利
用
が
難
し
い
と

さ
れ
る
竹
や
剪
定
枝
な
ど
の
原
料
を
、
ブ
リ

ケ
ッ
ト
に
す
る
こ
と
と
、
タ
ー
ル
の
発
生
が

少
な
い
バ
イ
オ
マ
ス
ガ
ス
化
炉
を
採
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
利
用
可
能
と
し
て
い
る
。
発

電
の
際
に
発
生
し
た
熱
は
ガ
ス
化
炉
に
投
入

す
る
前
の
原
料
の
乾
燥
や
各
施
設
の
加
温
に

利
用
、
原
料
を
燃
や
し
た
後
に
で
き
る
バ
イ

オ
チ
ャ
ー
は
農
業
で
の
土
の
改
良
に
利
用
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
か
ら
の
排
ガ
ス
は
Ｃ
Ｏ
２
回
収

装
置
で
回
収
し
て
液
化
Ｃ
Ｏ
２
や
ド
ラ
イ
ア

イ
ス
と
し
て
製
品
化
す
る
な
ど
、
余
す
こ
と

な
く
活
用
し
て
い
る
。

　

食
品
系
廃
棄
物
を
利
用
し
発
電
す
る
の
が

メ
タ
ン
発
酵
プ
ラ
ン
ト
で
あ
る
。
発
電
の
際

に
発
生
し
た
熱
は
メ
タ
ン
発
酵
槽
の
加
温
に

利
用
さ
れ
、
排
気
ガ
ス
中
の
炭
酸
ガ
ス
は
農

業
ハ
ウ
ス
に
供
給
し
、
光
合
成
を
促
進
す
る

こ
と
で
作
物
の
成
長
速
度
を
早
め
て
い
る
。

ま
た
、
メ
タ
ン
発
酵
時
の
残
渣
物
は
有
機
肥

料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
コ
ー

ジ
ェ
ネ
は
25 

kW
が
12
台
設
置
さ
れ
て
お
り
、

バ
イ
オ
ガ
ス
の
発
生
量
に
応
じ
運
転
台
数
を

調
整
で
き
る
た
め
効
率
的
に
発
電
で
き
、
順

次
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
こ
と
で
稼
働
率
向

上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

作
物
の
生
産
と

地
域
還
元

　

発
電
プ
ラ
ン
ト
で
発
生
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
資
源
は
様
々
な
作
物
の
生
産
に
活
用

さ
れ
る
。
陸
上
養
殖
プ
ラ
ン
ト
で
は
井
戸
水

及
び
人
工
海
水
を
使
用
し
た
養
殖
の
実
証
を

行
っ
て
お
り
、
水
温
や
酸
素
濃
度
、
餌
の
管

理
が
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
飼
育
作
業
の
簡
素
化

が
図
ら
れ
て
い
る
。
農
業
ハ
ウ
ス
で
は
ハ
ウ

ス
内
の
環
境
を
最
適
に
保
つ
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
高
収
率
の
実
現
の
他
、
作
業
者
の
負
担
軽

減
が
図
ら
れ
て
い
る
。
高
所
作
業
を
な
く
し
、

■ エネルギーフロー図（概念図 ※一部省略）
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15 コージェネ導入事例
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